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　グリッド技術はネットワークによって接続さ

れた多数のコンピュータ群を同時に利用するこ

とを可能にした。しかし、このようなコン

ピュータ群を有効利用するには、地理的に離れ

たコンピュータ間で効率的な通信を行う必要が

ある。GridMPI（Grid Message Passing Interface）
1)はこのために開発されたもので、並列コン

ピュータ群を繋ぎ、あたかも一つの大規模な並

列コンピュータのように見せる通信ソフトウェ

アである。

　GridMPIの特徴としては、（1）並列計算で広く

用いられているMPI標準2)に従う、（2）地域ネッ

トワークでの利用を主目的とする、（3）ネット

ワークに応じて通信を最適化する、の三点が挙

げられる。

　MPI標準は並列計算に必要なコンピュータ間

でのメッセージ授受方法を標準化したものであ

り、クラスタ計算機や専用並列計算機で広く用

いられている。GridMPIはこのMPI標準に従っ

ているので、プログラムを書き換えずにグリッ

ド環境で動作させることができる。多数のコン

ピュータの利用は、単に計算速度の向上だけで

なく、大容量のメモリを使用可能にする。大規

模計算では実行できる課題がメモリ量に制限さ

れる場合も多く、メモリ量が大きくなることの

意義は大きい。手持ちの計算機では容量不足で

実行できなかった計算を、グリッド環境で実行

することが可能になる。

　GridMPIは、遅延時間（通信が相手に届くまで

の時間）が数ミリ秒以内である地域ネットワーク

での利用を想定している。並列計算では遅延時間

が性能に大きく影響するが、数ミリ秒の遅延であ

れば効率良く解ける問題が多いことが、我々の研

究により明らかになっている。首都圏内程度の

ネットワークでは、遅延は2～4ミリ秒の範囲であ

る。首都圏には、3月末に産総研つくばセンター

に導入されたAISTスーパークラスタをはじめ

1000台規模のクラスタ計算機が複数存在してお

り、豊富な計算機資源が利用可能である。

　またGridMPIでは、LAN（構内ネットワーク）

とWAN（広域ネットワーク）の通信性能特性の

違いを考慮した通信の最適化を行っている。双

方を同時に利用した場合に性能を発揮できるよ

うに、従来のMPIにとらわれずゼロから設計を

行なった。内部では、LANとWANの組合せに

対して複数の通信アルゴリズムを切替えて使用

している。このため、GridMPIではLACTと呼

ぶネットワークの通信時間と接続経路を考慮し

た処理階層を設けている。この他、計算機上の

OSの通信機能の拡張やTCP/IP等のプロトコル

のチューニングなどを行ない、高性能な通信を

サポートしている。

　GridMPIは年2回のペースでソースプログラム

を公開し利用可能にして行く予定であり、2004

年3月末にはMPI-1.2規格に準拠したGridMPI

0.1版をリリースした。
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関連情報
● 1) http://www.gridmpi.org/
● 2) http://www.mpi-forum.org
● 本研究の一部は文部科学省「経済活性化のための重点技術開発プロジェクト」の一環として実施している超高速コンピュータ網形成
　 プロジェクト（NAREGI：National Research Grid Initiative）による。
　 http://www.naregi.org/index.html

図1(上)　GridMPIの利用イメージ
図2(右)　ソフトウェア･アーキテクチャ

サイト C: データ資源

開発マシン

App1はサイトサイ  A とサイトトBBのの
計算機を使って実行機を って実行実

App2 A はサイトはササイ Bの計算機256台
とサイトとサイ Cのデータを使って実行の

サイトイ A:A:計算機算 2562 台台

Grid Environment

サイトサ B:計算機算機76876 台台

% mpif77 -o app1 app1.f

% mpirun -up 1024 app1

% mpirun -np 256 app2 -f date


